
法令および定款に基づくインターネット開示事項

第70期（平成28年４月１日～平成29年３月31日）

① 連結計算書類の連結注記表

② 計算書類の個別注記表

法令および当社定款第18条の規定に基づき、当社ウェブサイトに掲

載することにより、株主の皆様に提供しているものであります。



連結注記表
１．連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等

1-1.連結の範囲に関する事項
⑴　連結子会社

連結子会社の数………………9社
主要な連結子会社の名称……北陸施設工業㈱、植木不動産㈱、㈱ユニテック、㈱植木機工、㈱アス

カ
　平成28年６月１日付で当社の連結子会社でありました株式会社ホームテリアユーは、同じく当社
の連結子会社である植木不動産株式会社を存続会社とする吸収合併を行ったことにより、連結の範
囲から除外しております。

⑵　非連結子会社…………………㈲柏崎グリーン　他１社
非連結子会社はそれぞれ小規模会社であり、合計の総資産、売上高、
当期純損益（持分に見合う額）及び利益剰余金（持分に見合う額）等
は、いずれも連結計算書類に重要な影響を及ぼしていないため、連結
の範囲から除外しております。

1-2.持分法の適用に関する事項
⑴　持分法適用会社………………持分法適用会社はありません。
⑵　持分法非適用会社

非連結子会社………………㈲柏崎グリーン　他１社
関連会社……………………㈱柏崎マリン開発　他２社

持分法を適用しない理由
　持分法非適用会社は、それぞれ当期純損益（持分に見合う額）及び利益剰余金（持分に見合う額）
等に及ぼす影響が軽微であり、かつ全体としても重要性がないため、持分法の適用から除外してお
ります。

1-3.会計方針に関する事項
⑴　資産の評価基準及び評価方法

①有価証券の評価基準及び評価方法
満期保有目的債券……………償却原価法（定額法）
その他有価証券

時価のあるもの……………期末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法に
より処理し、売却原価は移動平均法により算定）

時価のないもの……………移動平均法による原価法
②棚卸資産の評価基準及び評価方法

販売用不動産、不動産事業支出金
………………………………個別法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切

下げの方法により算定）
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未成工事支出金………………個別法による原価法
材料貯蔵品……………………総平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価

切下げの方法により算定）
商品……………………………最終仕入原価法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づ

く簿価切下げの方法により算定）
⑵　固定資産の減価償却の方法

①有形固定資産（リース資産を除く）
　植木不動産㈱、㈱さくら介護サービス及び高浜観光開発㈱については定額法を、親会社及びその
他の連結子会社については定率法を採用しております。
　なお、平成10年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）並びに平成28年４月１日以
降に取得した建物附属設備及び構築物については、定額法によっております。

②無形固定資産（リース資産を除く）
定額法　　　ただし、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間（５年）

に基づく定額法によっております。
③リース資産

所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産
自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法を採用しております。

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

⑶　引当金の計上基準
①貸倒引当金……………………期末現在に有する債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権につ

いては貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別
に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

②賞与引当金……………………従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額に基づ
き計上しております。

③役員賞与引当金………………役員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額に基づき
計上しております。

④完成工事補償引当金…………完成工事高として計上した工事に係るかし担保費用の支出に充てるた
め、完成工事高に実績割合を乗じた見積補償額を計上しております。

⑤工事損失引当金………………受注工事の損失発生に備えるため、期末手持ち工事のうち、損失の発
生が見込まれ、かつ、金額を合理的に見積もることのできる工事につ
いて、損失見込額を計上しております。

⑥役員退職慰労引当金…………役員の退職により支給する役員退職慰労金に充てるため、内規に基づ
く支給限度額を計上しております。

⑦債務保証損失引当金…………債務保証に係る損失に備えるため、被保証先の財政状態を勘案し、損
失負担見込額を計上しております。
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⑷　その他連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項
①重要なヘッジ会計の処理
イ　ヘッジ会計の方法

　金利スワップ取引は、特例処理の要件を満たしているため特例処理によっております。
ロ　ヘッジ手段とヘッジ対象

ヘッジ手段　　金利スワップ
ヘッジ対象　　銀行借入金

ハ　ヘッジ方針
　金利関連におけるデリバティブ取引は、借入金の金利変動リスクをヘッジするために金利ス
ワップ取引を行っております。これ以外の投機目的の取引は一切行わないこととしております。

ニ　ヘッジ有効性評価方法
　特例処理による金利スワップについては、有効性の評価を省略しております。

②完成工事高及び完成工事原価の計上基準
　当連結会計年度末までの進捗部分について成果の確実性が認められる工事契約については工事進
行基準を適用し、その他の工事契約については、工事完成基準を適用しております。なお、工事進
行基準を適用する工事の当連結会計年度末における進捗度の見積りは、原価比例法によっておりま
す。

③退職給付に係る負債の計上基準
　退職給付に係る負債は、従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度末における見込額に基
づき、退職給付債務から年金資産を控除した額を計上しております。
　過去勤務費用は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（10年）による定額
法により費用処理しております。
　数理計算上の差異は、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の
年数（10年）による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌連結会計年度から費用処理してお
ります。
　未認識数理計算上の差異および未認識過去勤務費用については、税効果を調整の上、純資産の部
におけるその他の包括利益累計額の退職給付に係る調整累計額に計上しております。

④消費税等の会計処理
　消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。

２．会計方針の変更に関する注記
平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用
　法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」
（実務対応報告第32号　平成28年６月17日）を当連結会計年度から適用し、平成28年４月１日以後
に取得した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。
　これによる損益に与える影響は軽微であります。
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　３．追加情報
　　　　繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用

　「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」(企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28
日）を当連結会計年度から適用しております。

４．連結貸借対照表に関する注記
4-1.担保に供している資産及び担保に係る債務

⑴　担保に供している資産
建物・構築物 417,122千円
土地 1,609,143千円

計 2,026,265千円
⑵　担保に係る債務

短期借入金 1,635,000千円
　計 1,635,000千円

4-2.有形固定資産の減価償却累計額　              10,935,681千円

4-3.保証債務
　下記の者の銀行借入金に対し次の保証を行っております。

㈱ホテル小柳 135,344千円
㈱平間環境 26,671千円

計 162,015千円

4-4.土地の再評価
　「土地の再評価に関する法律」に基づき事業用の土地の再評価を行い、当該評価差額に係る税金相当額
を「再評価に係る繰延税金負債」として負債の部に計上し、これを控除した金額を「土地再評価差額金」
として純資産の部に計上しております。

再評価の方法　…　「土地の再評価に関する法律施行令（平成10年３月31日公布政令第119号）」第２条
第３号によるところの固定資産税評価額を基準とする方法及び同条第４号によるとこ
ろの地価税法価額（相続税評価額）を基準とする方法に基づき再評価しております。

再評価を行った年月日　　　　　　 平成12年３月31日
再評価を行った土地の期末における時価と再評価後帳簿価額との差額

△1,650,944千円
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５．連結株主資本等変動計算書に関する注記
⑴　当連結会計年度末の発行済株式の種類及び総数

普通株式 34,367,644株
⑵　配当に関する事項

①配当金支払額

決 議 株式の種類 配当金の総額 1 株 当 た り
配 当 額 基 準 日 効 力 発 生 日

平成28年５月12日
取締役会 普通株式 248,290千円 ７円50銭 平成28年３月31日 平成28年６月29日

②基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの
平成29年５月11日開催の取締役会において、普通株式の配当に関する事項を次のとおり決議しており
ます。

配当金の総額 248,260千円
１株当たり配当額 ７円50銭
基準日 平成29年３月31日
効力発生日 平成29年６月28日
なお、配当原資については、利益剰余金とすることを予定しております。

６．金融商品に関する注記
6-1.金融商品の状況に関する事項

　当社グループは、資金運用については短期的な預金等に限定し、銀行等金融機関からの借入により資金
を調達しております。受取手形及び完成工事未収入金等に係る顧客の信用リスクは、与信管理規程に沿っ
てリスク低減を図っております。また、投資有価証券は主として株式であり、上場株式については四半期
ごとに時価の把握を行っています。
　借入金の使途は、運転資金（主として短期）及び設備投資資金（長期）であり、一部の長期借入金の金
利変動リスクに対して金利スワップ取引を実施して支払利息の固定化を実施することがあります。なお、
当連結会計年度の連結決算日現在における借入金は、その全てが固定金利であり、金利スワップ取引はあ
りません。また、デリバティブは内部管理規程に従い、実需の範囲で行うこととしております。
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6-2.金融商品の時価等に関する事項
　平成29年３月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであ
ります。

連結貸借対照表
計上額（千円）

時 価
（千円）

差 額
（千円）

⑴　現金預金 5,334,472 5,334,472 －
⑵　受取手形・完成工事未収入金等 15,676,193 15,676,193 －
⑶　投資有価証券 1,422,188 1,422,188 －
資産計 22,432,853 22,432,853 －

⑴　支払手形・工事未払金等 9,842,787 9,842,787 －
⑵　短期借入金 4,700,000 4,700,000 －
⑶　長期借入金（※） 1,510,700 1,505,888 △4,811
負債計 16,053,487 16,048,676 △4,811
デリバティブ取引 － － －

（※）長期借入金には１年以内返済予定分を含めております。
（注）１．金融商品の時価の算定方法に関する事項

資産
⑴　現金預金及び⑵　受取手形・完成工事未収入金等

　これらは短期間で決済されるものであるため、時価は帳簿価額と近似していることから当該帳簿価
額によっております。

⑶　投資有価証券
　この時価については、取引所の価格によっております。

負債
⑴　支払手形・工事未払金等

　これらは短期間で決済されるものであるため、時価は帳簿価額と近似していることから当該帳簿価
額によっております。

⑵　短期借入金及び⑶　長期借入金
　これらの時価は、元利金の合計額を、同様の新規借入を行った場合に想定される利率で割り引いた
現在価値により算定しております。

（注）２．非上場株式等（連結貸借対照表計上額173,018千円）は、市場価格がなく、かつ将来キャッシュ・フ
ローを見積もることができず、時価を把握することが極めて困難と認められるため、「⑶　投資有価証
券」には含めておりません。
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７．賃貸等不動産に関する注記
　当社及び一部の子会社では、新潟県その他の地域において、賃貸用の店舗、オフィスビル、高齢者専用住
宅等を有しております。平成29年３月期における当該賃貸等不動産に関する賃貸損益は314,304千円（賃貸
収益は不動産事業売上高に、主な賃貸費用は不動産事業売上原価に計上）であります。
　また、当該賃貸等不動産の連結貸借対照表計上額及び時価は、次のとおりであります。

連結貸借対照表計上額 時　価
6,362,465千円 5,787,556千円

（注）１．連結貸借対照表計上額は、取得原価から減価償却累計額及び減損損失累計額を控除した金額でありま
す。

（注）２．当連結会計年度末の時価は、主として「不動産鑑定評価基準」に基づいて自社で算定した金額（指標
等を用いて調整を行ったものを含む。）であります。

８．１株当たり情報に関する注記
１株当たり純資産額 564円63銭
１株当たり当期純利益 37円73銭

９．その他の注記
　記載金額は、千円未満を切り捨てて表示してあります。
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個別注記表
１．重要な会計方針に係る事項に関する注記

⑴　資産の評価基準及び評価方法
①有価証券の評価基準及び評価方法

満期保有目的債券……………………償却原価法（定額法）
子会社株式及び関連会社株式………移動平均法による原価法
その他有価証券

時価のあるもの……………………期末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入
法により処理し、売却原価は移動平均法により算定）

時価のないもの……………………移動平均法による原価法
②棚卸資産の評価基準及び評価方法

販売用不動産、不動産事業支出金
………………………………………個別法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿

価切下げの方法により算定）
未成工事支出金………………………個別法による原価法
材料貯蔵品……………………………総平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく

簿価切下げの方法により算定）

⑵　固定資産の減価償却の方法
①有形固定資産（リース資産を除く）

定率法　　　ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）並びに平成28
年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物については、定額法によっており
ます。

②無形固定資産（リース資産を除く）
定額法　　　ただし、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間（５年）に

基づく定額法によっております。
③リース資産

所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産
　自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法を採用しております。

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

⑶　引当金の計上基準
①貸倒引当金………………期末現在に有する債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については

貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性
を検討し、回収不能見込額を計上しております。

②賞与引当金………………従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額に基づき計上
しております。
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③役員賞与引当金…………役員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額に基づき計上し
ております。

④完成工事補償引当金……完成工事高として計上した工事に係るかし担保費用の支出に充てるため、完
成工事高に実績割合を乗じた見積補償額を計上しております。

⑤工事損失引当金…………受注工事の損失発生に備えるため、期末手持ち工事のうち、損失の発生が見
込まれ、かつ、金額を合理的に見積もることのできる工事について、損失見
込額を計上しております。

⑥退職給付引当金…………従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及び年
金資産の見込額に基づき計上しております。
過去勤務費用は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数
（10年）による定額法により費用処理しております。
数理計算上の差異は、その発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の
一定の年数（10年）による定額法により、翌事業年度から費用処理すること
としております。

⑦債務保証損失引当金……債務保証に係る損失に備えるため、被保証先の財政状態を勘案し、損失負担
見込額を計上しております。

⑷　完成工事高及び完成工事原価の計上基準
　当事業年度末までの進捗部分について成果の確実性が認められる工事契約については工事進行基準を
適用し、その他の工事契約については、工事完成基準を適用しております。なお、工事進行基準を適用
する工事の当事業年度末における進捗度の見積りは、原価比例法によっております。

⑸　その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項
①重要なヘッジ会計の処理
イ　ヘッジ会計の方法

　金利スワップ取引は、特例処理の要件を満たしているため特例処理によっております。
ロ　ヘッジ手段とヘッジ対象

ヘッジ手段　　金利スワップ
ヘッジ対象　　銀行借入金

ハ　ヘッジ方針
　金利関連におけるデリバティブ取引は、借入金の金利変動リスクをヘッジするために金利スワッ
プ取引を行っております。これ以外の投機目的の取引は一切行わないこととしております。
ニ　ヘッジ有効性評価方法

　特例処理による金利スワップについては、有効性の評価を省略しております。
②消費税等の会計処理
　消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。
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２．会計方針の変更に関する注記
平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用
　法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」
（実務対応報告第32号　平成28年６月17日）を当事業年度から適用し、平成28年４月１日以後に取
得した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。
　これによる損益に与える影響は軽微であります。

　３．追加情報
　　　　繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用

　「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」(企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28
日）を当事業年度から適用しております。

４．貸借対照表に関する注記
⑴　担保に供している資産及び担保に係る債務

①担保に供している資産
建物・構築物 417,122千円
土地 1,609,143千円

計 2,026,265千円

②担保に係る債務 短期借入金 1,635,000千円

⑵　有形固定資産の減価償却累計額　　　　　　　　 6,638,152千円

⑶　保証債務
　下記の者の銀行借入金等に対し次の保証を行っております。

㈱ホテル小柳 135,344千円
㈱平間環境 26,671千円
㈱さくら介護サービス 18,817千円

計 180,832千円

⑷　関係会社に対する金銭債権及び金銭債務
短期金銭債権 1,792,188千円 短期金銭債務 1,996,214千円
長期金銭債権 3,878,425千円
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⑸　土地の再評価
　「土地の再評価に関する法律」に基づき事業用の土地の再評価を行い、当該評価差額に係る税金相当額
を「再評価に係る繰延税金負債」として負債の部に計上し、これを控除した金額を「土地再評価差額金」
として純資産の部に計上しております。

再評価の方法　…　「土地の再評価に関する法律施行令（平成10年３月31日公布政令第119号）」第２条
第３号によるところの固定資産税評価額を基準とする方法及び同条第４号によるとこ
ろの地価税法価額（相続税評価額）を基準とする方法に基づき再評価しております。

再評価を行った年月日　　　　　　 平成12年３月31日
再評価を行った土地の期末における時価と再評価後帳簿価額との差額

△1,650,944千円

５．損益計算書に関する注記
関係会社との取引高

「売上高」のうち関係会社に対する売上高 3,029,946千円
「売上原価」のうち関係会社からの仕入高 1,128,157千円
関係会社との営業取引以外の取引高 304,385千円

６．株主資本等変動計算書に関する注記
当事業年度末における自己株式の種類及び株式数

普通株式 1,266,207株
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７．税効果会計に関する注記
⑴　繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

繰延税金資産
退職給付引当金 366,074千円
賞与引当金
長期未払金

154,893千円
67,580千円

貸倒引当金損金算入限度超過額 25,102千円
販売用不動産評価損否認 160,499千円
減損損失否認 444,843千円
債務保証損失引当金 32,256千円
投資有価証券評価損否認 44,793千円
その他 187,987千円

繰延税金資産小計 1,484,030千円
評価性引当額 △760,450千円
繰延税金資産合計 723,579千円
繰延税金負債

固定資産圧縮積立金 △44,467千円
その他有価証券評価差額金 △116,638千円
その他 △25,022千円

繰延税金負債合計 △186,128千円
繰延税金資産の純額 537,451千円

８．リースにより使用する固定資産に関する注記
　貸借対照表に計上した固定資産のほか、リース契約により使用している固定資産として運搬具・工具器具・
備品等があります。

９．関連当事者との取引に関する注記
子会社及び関連会社等

属 性 会社等の名称 議決権等の所有
(被 所 有)割 合 関連当事者との関係 取 引 の 内 容 取 引 金 額 科 目 期 末 残 高

子会社 植木不動産㈱ 所有
直接100％

当社の不動産管
理等
役員の兼任

資金の貸付
資金の返済
利息の受取
（注）

1,067,800千円
2,622,030千円

42,689千円
関係会社
長期貸付金 3,168,745千円

取引条件及び取引条件の決定方針等
（注）資金の貸付については、市場金利を勘案して決定しております。なお、担保は受け入れておりません。
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１０．１株当たり情報に関する注記
１株当たり純資産額 488円43銭
１株当たり当期純利益 31円21銭

１１．その他の注記
　記載金額は、千円未満を切り捨てて表示してあります。
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